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藤
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を
送
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衆
議
院
議
員
佐
藤
勉
君
提
出
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
へ
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
」
と
い
う
。
）
の
事
故
に
関
し
、
平

成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
か
ら
同
月
二
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
第
一
号
機
か
ら
第
六
号
機
ま
で
の
各
原
子
炉
施
設
で
生
じ
た
問
題
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
政
府
が
東
京
電
力
株
式
会

社
に
対
し
法
律
に
基
づ
い
て
行
っ
た
指
示
及
び
命
令
並
び
に
当
該
指
示
及
び
命
令
を
受
け
て
同
社
が
現
地
で
行
っ
た
対
応
は
、

各
号
機
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
月
十
一
日
午
後
三
時
四
十
二
分
に
、
全
交
流
電
源
喪
失
を
理
由
と
す
る
原
子
力
災
害
対
策
特

別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
。
以
下
「
原
災
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
に
基
づ
く
通
報
が
同
社
か

ら
経
済
産
業
省
に
あ
っ
た
。
同
日
午
後
四
時
四
十
五
分
に
は
、
原
災
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
事
象
で
あ
る
非
常
用
炉

心
冷
却
装
置
注
水
不
能
に
該
当
す
る
と
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
月
十
二
日
未
明
に
は
、
同
号
の
事
象
で
あ

る
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
異
常
上
昇
に
該
当
す
る
と
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
日
午
前
六
時
五
十
分
に
は
、

一



海
江
田
経
済
産
業
大
臣
が
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百

六
十
六
号
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
対
し
同
容
器
内
の

圧
力
を
抑
制
す
る
こ
と
を
命
令
し
、
こ
れ
を
受
け
、
同
日
午
前
十
時
十
七
分
に
は
、
同
社
が
同
容
器
内
の
圧
力
を
抑
制
す
る

操
作
を
行
っ
た
。
同
日
午
後
三
時
三
十
分
過
ぎ
に
は
、
水
素
爆
発
と
思
わ
れ
る
爆
発
が
発
生
し
た
。
同
日
午
後
八
時
五
分
に

は
、
同
大
臣
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
対
し
原
子
炉
容
器
へ
の
海
水
注
入
等
の
実
施
を
命
令
し
、
こ
れ
を
受
け
、

同
日
午
後
八
時
二
十
分
に
は
、
同
社
は
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
海
水
の
注
入
を
開
始
し
た
。

第
二
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
月
十
一
日
午
後
三
時
四
十
二
分
に
、
全
交
流
電
源
喪
失
を
理
由
と
す
る
原
災
法
第
十
条
第
一

項
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
日
午
後
四
時
四
十
五
分
に
は
、
原
災
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
事
象
で
あ

る
非
常
用
炉
心
冷
却
装
置
注
水
不
能
に
該
当
す
る
と
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
月
十
二
日
午
前
三
時
過
ぎ
に

は
、
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
作
動
を
確
認
し
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
日
午
前
六
時
五
十
分
に
は
、

同
大
臣
が
、
原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
抑
制
す
る

こ
と
を
命
令
し
た
。
同
月
十
四
日
午
後
に
は
、
原
災
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
事
象
で
あ
る
原
子
炉
冷
却
機
能
喪
失
に

該
当
す
る
と
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
日
午
後
七
時
五
十
分
頃
に
は
、
同
社
は
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
海
水
の

二



注
入
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
抑
制
す
る
操
作
を
行
っ
た
。
同
月
十
五
日
午
前
十
時
三
十
分

に
は
、
同
大
臣
が
原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
対
し
原
子
炉
へ
の
極
力
早
期
の
注
水

及
び
必
要
に
応
じ
た
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
の
ベ
ン
ト
の
実
施
を
命
令
し
た
。

第
三
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
月
十
一
日
午
後
三
時
四
十
二
分
に
、
全
交
流
電
源
喪
失
を
理
由
と
す
る
原
災
法
第
十
条
第
一

項
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
同
月
十
三
日
午
前
五
時
頃
に
は
、
原
災
法
第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
事
象
で
あ

る
原
子
炉
冷
却
機
能
喪
失
に
該
当
す
る
と
の
通
報
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
容
器
内
の
圧
力
を
抑
制
す
る

操
作
を
行
っ
た
。
同
日
午
前
に
は
、
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
真
水
の
注
入
を
開
始
し
、
同
日
午
後
に
は
こ
れ
を
海
水
に
切
り

替
え
た
。
同
月
十
四
日
午
前
十
一
時
頃
に
は
、
水
素
爆
発
と
思
わ
れ
る
爆
発
が
発
生
し
た
。

第
四
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
月
十
一
日
午
後
三
時
四
十
二
分
に
、
全
て
の
交
流
電
源
を
喪
失
し
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら

同
省
に
あ
っ
た
。
同
月
十
五
日
午
前
八
時
前
に
は
、
原
子
炉
建
屋
の
五
階
屋
根
付
近
に
損
傷
を
確
認
し
た
旨
の
連
絡
が
同
社

か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
建
屋
の
三
階
北
西
部
付
近
よ
り
火
災
が
発
生
し
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ

た
。
同
日
午
前
十
時
三
十
分
に
は
、
同
大
臣
が
原
子
炉
等
規
制
法
第
六
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
対
し
消

火
及
び
再
臨
界
の
防
止
を
行
う
こ
と
を
命
令
し
た
。
同
日
午
前
十
一
時
頃
に
は
、
同
社
が
自
然
に
同
建
屋
の
火
が
消
え
て
い
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る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
日
午
後
十
時
に
は
、
同
大
臣
が
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
社
に
対
し
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
へ
の

注
水
の
可
及
的
速
や
か
な
実
施
を
命
令
し
た
。

第
五
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
月
十
一
日
午
後
三
時
四
十
二
分
に
、
全
て
の
交
流
電
源
を
喪
失
し
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら

同
省
に
あ
っ
た
。
同
月
二
十
日
に
は
、
冷
温
停
止
状
態
と
な
っ
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。

第
六
号
機
に
つ
い
て
は
、
同
日
に
、
冷
温
停
止
状
態
と
な
っ
た
旨
の
連
絡
が
同
社
か
ら
同
省
に
あ
っ
た
。

二
に
つ
い
て

菅
内
閣
と
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生
以
来
、
国
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
知
見
、
技
術
等
得
ら
れ
る
限
り

の
全
て
の
力
を
結
集
し
、
一
日
も
早
い
事
態
の
収
束
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
菅
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示

に
よ
り
平
成
二
十
三
年
四
月
十
七
日
に
東
京
電
力
株
式
会
社
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
・

事
故
の
収
束
に
向
け
た
道
筋
」
が
着
実
か
つ
極
力
前
倒
し
さ
れ
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
定
期
的
に
同
社
の
作
業
の
進
捗
確
認

を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
安
全
性
の
確
認
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
徹
底
的
な
検
証
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
。
さ
ら
に
、
被
災
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
避
難
・
受
入
れ
先
の
確
保
等
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
地
方
自
治
体
等
と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
総
合
的
か
つ
迅
速
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

四



ま
た
、
菅
内
閣
と
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
同
様
の
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
面
の
対
応
と
し
て
、
電
気
事
業
者
等
に
対
し
て
、
平
成
二
十
三
年
三

月
三
十
日
に
、
津
波
に
よ
る
電
源
機
能
等
の
喪
失
時
に
お
い
て
も
炉
心
損
傷
等
を
防
止
し
、
放
射
性
物
質
の
放
出
を
抑
制
し

つ
つ
原
子
炉
施
設
の
冷
却
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
の
緊
急
安
全
対
策
の
実
施
を
指
示
し
、
ま
た
同
年
四

月
九
日
に
、
定
期
検
査
中
等
の
原
子
炉
に
つ
い
て
非
常
用
交
流
高
圧
電
源
母
線
に
接
続
す
る
非
常
用
発
電
機
を
二
台
動
作
可

能
と
す
る
こ
と
を
指
示
し
、
さ
ら
に
同
月
十
五
日
に
、
外
部
電
源
の
信
頼
性
の
確
保
に
向
け
、
複
数
の
電
源
線
か
ら
の
全
て

の
送
電
回
線
と
各
号
機
と
の
接
続
、
発
電
所
内
の
電
源
線
の
送
電
鉄
塔
の
強
化
、
電
気
設
備
の
浸
水
防
止
等
の
対
策
実
施
を

指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
原
因
に
つ
い
て
の
徹
底
的
な
検
証
を
踏
ま
え
、
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

五


